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は じ め に

世界がすさまじい勢いで動いています。SDGs、AI社会……。こ

の時代において、私たちはどこに向かおうとしているのか。国連は、

こんなメッセージを伝えています。

｢それらは、すべて私たちのウェルビーイングに向けて行われる｣

これは、いわゆる「ラーニングコンパス」というものです。つま

り、2030年までに国際社会の諸問題を解決しつつ、自分の人生を

自分で切り拓くためのコンパスをもとう。そして、この変化の激動

の時代を、自分たちで乗り越えていこうということです。

そうした時代の中で、教育現場では「知識偏重教育への警鐘」が

鳴らされています。ただ単に知識を詰め込むだけではなく、自分で

考える力、1 つの答えだけを求めるのではなく、多様な考えや答え

を追究していく力を子どもたちに身につけさせる。大きな変化を迎

えている今こそ、こうした力が重要視されていくことは、もはや当

たり前のことになってきました。

では、「知識・理解」の学習は必要なくなったのか。そんなこと

はありません。「思考力・判断力・表現力」を身につけるためには、

まずは「知識・理解」という「思考の土台」が必要になるのです。　

また、新しい学習指導要領では、「主体的に学びに向かう力」が注

目されるようになりました。「自己調整学習」という言葉も、日常

的に聞かれるようになってきています。

｢誰かに言われたから」「やらなければならないから」ではなく、

「自分がやってみたいから」「自分にとって必要だから」という動機

付けで学習に取り組めるような力が必要とされています。

｢思考力・判断力・表現力」

｢主体的に学びに向かう力」

この２つの力は、「確かな知識・理解」に支えられているともい

えます。
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しかし、「知識・理解」を吸収するための時間が、学校内ではず

いぶん少なくなってきたというのも事実です。また、「考える・判

断する」という時間に加えて、学校には行事を含めたさまざまな取

り組みもあります。1 年生の担任とはいえ、「知識・理解」にばか

りに焦点を当てて子どもたちに教えるわけにはいかないのです。

そこで、本書です。私がこれまで教師人生で得てきた経験と実践、

また、コーチングなどで学んできたノウハウを、すべて「1年生の

知識・理解」を身につけさせるための指導法に凝縮し、まとめさせ

ていただきました。「自分たちで考えるために」「自分たちで進める

ために」は、「確かな知識・理解」が欠かせません。子どもたちに、

できるだけ短時間で効率よく知識・理解を身につけさせる、そのた

めのコツや必須のスキルを余さず紹介しています。

1 年生にとって基礎学習が大切なことはいうまでもありません。

これから、義務教育の９年間を走り切る子どもたちに、その土台と

なる確かな学力を身につけさせていきましょう。1 年生で学習した

ことは、その子たちが一生使っていく「知識・理解」といっても過

言ではありません。

先生方の教室で、1 人でも多くの子どもたちから「勉強が楽し

い！」「もっと学びたい！」という言葉を聞くことができれば、こ

れほどうれしいことはありません。1 人 1 人の子どもたちの「成長」

のお役に立てることを願っています。

丸 岡 慎 弥　　
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 ほめて、励ます

教育者・森信三先生の教育論に学び、私自身の指導姿勢の基本には、

常に「勉強はほめて伸ばす」「不道徳（生活指導上の課題）は叱って正す」

があります。子どもたちに基礎学力の定着を図り、さらには学力向上を

引き伸ばしていくためにも、日々、教師による「ほめること」「励ますこと」

が大きな指導のカギとなります（その具体的な方法は、CHAPTER２

以降で紹介していきます）。もちろん、一時的であったり、突発的なほ

めや励ましでは、効果は期待できません。その子の能力が花開くまで、

根気よく言葉かけを続けていきます。

 個人差を受け止める　

とくに学力における成長・伸びは、子ども 1 人 1 人によって大きな差

が出てくるものです。学んですぐに学習内容を理解できる子もいれば、

なかなか学習内容が身につかない子もいます。ある子は難なく漢字が習

得できるのに、別のある子は３学期になってようやく漢字の覚え方を自

分のものにできた、などということはままあることです。

教師は、まずはそうした個人差を受け止めなければなりません。

学力定着・向上の

カギを握る言葉かけ

子どもに確かな学力が身につき、その後の成長を引き出すため

には、日頃からの小さな言葉かけの積み重ねが重要です。

1
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 教師は決してあきらめない

子ども 1 人 1 人の個人差をしっかり受け止めていくことと同時に、教

師は、どの子も必ずできるようになることを信じ続けて指導していかな

ければなりません。そのためにも、日々の言葉かけが大切な要素になり

ます。漫画『SLAM DUNK』の中に、「あきらめたらそこで試合終了だ

よ」という有名なフレーズがありますが、子どもたちへの学力定着・向

上にもまったく同じことがいえます。

子ども 1 人 1 人の「できた」「分かった」が点灯するまで、教師がほ

めて励ます言葉かけを続けていく覚悟をもっていきましょう。

｢言葉かけ」には、教師の子どもたちに対する考え、つまり教育

観が表れるものです。日々、教師自身が教育術を高め、磨き続

けていきましょう。

ここが Po i n t !

Check!

Chapter 1　確かな学力が身につく！　小学 1年生の授業づくり 基礎・基本


